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府内におけるコナジラミ類の発生状況 

 

平成２１年の府内におけるコナジラミ類の発生分布を、夏期（６～7月）に３６ほ場、秋

期（１０～１１月）に２３ほ場について、調査したところ以下の結果であった。 

 

１ 本年の発生状況   

（１）タバココナジラミは、夏期：３３．４％、秋期：６０．８％の施設で発生が認め

られた（オンシツコナジラミとの混発施設も含む）。各地域とも、秋期の発生が多か

った。 

      

（２）オンシツコナジラミは、夏期：５５．６％、秋期：８２．６％の施設で発生が認

められた（オンシツコナジラミとの混発施設も含む）。各地域とも、秋期の発生が多

かった。 

 

（３）夏期の調査では、タバココナジラミの発生が京都市、久御山町、八幡市、城陽市、

南山城村及び綾部市で認められた。 

 

（４）秋期の調査では、タバココナジラミの発生が京都市、久御山町、八幡市、京田辺

市、木津川市、和束町及び京丹後市で認められた。 

 

 

２ コナジラミ類の経年変化   

（１）山城地域でのオンシツコナジラミ（混発ほ場も含む）の発生ほ場率は、平成１８

年から２１年にかけて、夏期では２０．６％から４７．６％に、秋期では３８．１％

から８０．０％となり、増加傾向が認められる。 

 

（２）丹波・丹後地域でのオンシツコナジラミ(混発ほ場も含む)の発生ほ場率は、平成

１８年から２１年にかけて、夏期では１６．７％から６６．６％に、秋期では３９．

１％から８７．５％となり、増加傾向が認められる。 

 
 
                                 （データは省略） 




